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１．課題 

「Ｊリーグと地域の関係性」 

現在、Ｊリーグのクラブは、地域に

様々な経済効果を与えるとともに、 

サッカー観戦というエンターテイメ

ントの提供・広告サービスの提供など、 

多様な経済主体にサービスを提供す

ることが可能である。 

その一方、Ｊリーグのクラブは、そ

の社会貢献的な性格から、「ソーシャ

ルビジネス（社会的企業）」としての

性格を持っている。その理由として、

Ｊリーグのクラブの活動は、「ソーシ

ャルキャピタル（社会関係資本）」の

源泉、地域力向上の源泉となりうる、

という点が挙げられる。以上の点から、

Ｊリーグのクラブは「地域の重要無形

文化財」になりうるといえる。 

 サッカーで地域の活性化を目指す

には、地域に根付いたチーム作りをす

る必要がある。この研究では、地域に

根付いたクラブというのは観客動員

数に反映されているはずであると考

え、サンフレッチェ広島の観客動員数

に焦点を当てて、地域に根付いたクラ

ブとしてのＪリーグ地方チームの実

態を検討していきたい。 

 

第１章 現在のサンフレッチェ広島

の収支 

サンフレッチェの 2013 年シーズン

終了後の営業収入は 31億 9800 万円、

その内訳は「広告料収入 13 億 7000

万円」「入場料収入 5億 4000万円」「Ｊ

リーグ分配金 2億 9000万円」「その他

9億 9800万円」となっている。 

 同年の営業費用は、30億 7200 万円

となっており、「人件費 14億 4900万

円」「販管費 9 億 5400 万円」「その他

6 億 6900 万円」という内訳になって

いる。 

 以下のグラフは過去9年間の収支比

較グラフである。大幅な黒字赤字はあ

まりみられないように思われる。つま

り、サンフレッチェ広島はほぼ収支の

均衡した営業成績である。 

 

では、主な営業収入源である広告料収

入と入場料収入を年度別に比較しよ

う。以下の図である。 



 

 広告料収入は入場料収入のほぼ 2～

3 倍である。しかし、その推移はある

程度同じように見える。 

私はクラブが利益を上げるには観

客動員数の増員が必要不可欠と考え

る。地域に根付くためにも入場料収入

の増加をはかることが大切である。そ

こで、どうすれば増員が可能なのかと

いう点に着目した。 

 入場料収入が増え、チームの利益が

上がり、いい選手補強をし、成績がよ

くなり、観客数が増える。こういった

理想的なサイクルが実現できると望

ましい。その点からみて、サンフレッ

チェの現状はどうなのだろうか。 

 

第2章 観客動員数は何が要因で変わ

るのか。 

  

2－1 ホームクラブ所在市の人口差 

観客動員数の差は、人口の差が大き

な要因ではないかと考え、年間観客動

員数がリーグトップの浦和レッズと

比較してみる。浦和レッズのホームス

タジアムはさいたま市にある。さいた

ま市の人口は約 126万人、広島市は約

118万人。クラブの所在市の人口差は

ほとんどない。人口差はそれほど大き

な影響を与えていないと思われる。 

 

2－2 チームの年間成績 



 

では、チーム成績との関係はどうな

のだろう。中四国チームということで、

チーム成績に注目して徳島ヴォルテ

ィスと比較してみる。徳島は、2004

年にＪ2へ昇格した。さらに 2013年、

Ｊ1 へ昇格した。好成績をあげたシー

ズンは、確かに観客動員数が上昇して

いることが分かる。 

 

上図は、サンフレッチェと浦和の年

別成績を比較したものである。 

ここから、浦和レッズはチーム成績

と観客動員数のグラフがかなり比例

しているということが分かる。しかし、

サンフレッチェは意外にも成績と観

客動員数は比例していない。必ずしも

浦和のチーム成績はサンフレッチェ

よりも上にあるわけではないのに、観

客動員数は常にサンフレッチェを上

回っている。サンフレッチェは浦和に

匹敵する人口を背景に持ち、比較的好

成績をあげている。それにも関わらず、

常に浦和より下回るのはなぜだろう

か。サンフレッチェの場合には、人口

の差、あるいはチームの成績とは別の

要因が観客動員数に影響を与えてい

るのではないか、と考えられる。 

 

2－3 スタジアムの環境 

 現在、サンフレッチェ広島はホーム

スタジアムに大きな問題を抱えてい

る。その問題は「1.構造上の問題」「2.

交通アクセスの問題」「3.老朽化」の 3

点である。 

「１．構造上の問題」 

 陸上競技用のスタジアムであるた

め、ピッチと観客の間にトラックがあ

り、試合を見づらい。客席の大部分に

屋根が無い、など。 

「２．交通アクセスの問題」 

 来場者の半数が自家用車で来るが、

駐車スペースが限られているため確

保が難しい。公共交通機関を利用して

も遠い、など。 

「３．老朽化」 



 大型ビジョンが故障し、全面取替え

が判明、など。 

 

2－4 Ｊリーグの試合開催日・時間 

スタジアム以外にも試合開催日や

時間が影響していると思われる。遠方

からの応援だと難しいため、サポータ

ーは、土日のデーゲームを期待してい

る。特に広島は、スタジアムが郊外に

あるため、開催日・時間は、深刻な影

響を与えていると思われる。 

第３章 サッカーと野球 

 上図が示すように、カープとサンフ

レッチェの観客動員数には大きな違

いがある。その理由はいったい何なの

か。例えば、チームの歴史の差＝定着

間・親近感の違い。野球とサッカーの

市民への浸透度の違い、などがあるか

もしれない。しかし、ここでもスタジ

アムの違いは大きいと考える。 

 カープは 2008 年にスタジアムを新

設し、ＪＲ広島駅から徒歩 5分で行け

る。 

 交通の便も良く、観客の「試合を見

に行こう」という意欲も増す。 

 

第 4章 考察 

 サンフレッチェのような、通算して

成績がそこそこのクラブでも、観客動

員数を指標として見る限り、着実な上

昇基調にあるわけではない、というこ

とが分かった。 

 Ｊリーグの地方チームへの地域活

性化の期待は大きいが、まだまだ難し

い面が多いのではないか、と感じた。 

現在、サンフレッチェ広島は新スタ

ジアムの建設を検討中である。新スタ

ジアムになった後の、サンフレッチェ

広島の観客動員数は、私の考察から大

幅な増加が期待できるといえる。さら

に、地域との強い結びつきも展望でき

る。 
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